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[13 的}運動による酸繁消費の~加に伴い、活性酸素
の発生は高まるが、この活性酸素の増加が生体損傷を
助長し、議大な問題となるかは明確でない。この点を
明らかにするには、活性駿素障害の評価のみならず、
抗酸化能力についても考慮する必要がある。スーパー
オキサイド (02. -)は、生体で発生する活性酸素穏
のイニシエータとなるため、 02'-の消去機能は抗酸
化機構において重要である。本研究では、ラットの
自発走モデルを用い、日常身体活動最と電子スピン共
鳴法 (ESR) による 02'-r-持去活性との関連伎を検
討すると共に、収縮・代謝特性の異なる筋での適
応、の遠いも検討することを目的とした。{方法}
Wistar-Imamichi系雄性ラット(10遡齢231lC) を、回
転車輪付き飼育ゲージで22週間飼育し、車輸の回転数
を記録した。飼育期間中の平均総活動震は、 431.7土
353，5 kmであり、活動量の平均イ護士lSDを境界として
高活動群 (H群)、中活動群 (M群)、低活動群 (L群〉
に分類したo 摘出筋は、心筋 (Ht)、ヒラメ筋 (SI)、
足底筋 (PI)、勝綾筋深層部 (GD) ・表層部 (GS)
とし、ミトコンドリア酸化酵繁のクエン酸合成酵素
(CS) 活性とチトクロムC酸化酵素 (COX) 活性を

測定した。 invitroで発生させた02・ーを、 DMPO
(5，5-dimethyl-トpyrroline-N -oxide)でスピントラッ
プし、 ESR OES-TE25X. JEOL) を用いて各筋の
02 欄消去活性を測定した。 i結果]02・a 消去活性は、
如、 SI、GD、円、 GSの頗で高い傾向にあった。走行
距離と02'-消去活性との間には、 GDについてのみ有
意な正の相関関係がみられた (r=O.67.pく0.01)。た
だし、群別に見た02'-消去活性は、 Htの場合、日群
がM群 (p<0.05) やL群 (p=O.05) よりも高イ患を示す
傾向にあったo Plについては、 M群がL群よりも高俸
を示した (p<0.01)0 GDについては、日群がL群より
も高値を示し (p <0.01)、SIやGSについては、群簡
に差はなかった。 cs活性について、 HtおよびSIにお
いて群間に有意な差は見られなかった。 PIではH群が
L若手やM群よりも高い傾向を示したが、有意な差では
なかった。 cox活性についてもcs活性と問様の傾向
であった。さらに、ミトコンドリア酵紫活性と各筋の
02' -7:詰去活性との間には有意な相関関係はなかった。
{考察}身体活動は活性酸素の発生を増加させるとさ

れているが、自発走では強制定に比べて生体損傷の程
度が緩いことも報告されている。この廷に対して、抗
酸化機能がどのように関わっているのかについては不
明であった。本研究では、自発的走行量と02'-i荷去
活性に強い関連性は認められなかったが、活動量が多
くなると02'-消去活性も高くなる傾向にあった。そ
の適応、が認められたPlやGDは、酸化的代謝能力が比
較的高い筋でありながら、 02・“消去活性がやや低かっ
たo ただし、元々02'-消去活性の高いHtでもj可様の
傾向がみられたことは興味深く、今後筋の動員様相な
どを考惑しながら検討を進めていく必要がある。
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